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Rich Internet Application設計 
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ブラウザ内での 
高度な処理 

① 使いやすさ： 
  少ないクリック数での表示 
② 快適性： 
  サーバ負荷の軽減 
③ わかりやすさ 
  アニメーション等による表示 
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デモ 

デモ内容 
① 現行iDolphin 
② ｐDolphin 
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まとめ 

現在、2014年までの正式勧告を目指して策定が行われている
HTML5に準拠し、改訂の主要目的のひとつとして人間にも読解可

能でコンピューターや種々のディバイス（スマートフォン、タブ
レットPCなど）にも矛盾せず読解されるとともに最新のマルチメ
ディアをサポートする言語への対応を検討した。 

現存のPCをはじめiOSやAndroid-OS上で同一インターフェイスで
iDolphin機能が動作することを検証した。今後タブレットPC等が多

用されることを想定し、タッチ操作に適したインターフェースを
設計する必要があると思われる。 

Dolphinプロジェクトの事業化において現存の種々のプラット

フォームに対応することは不可欠であり、また高度化する医療
ニーズに柔軟に対応できるアーキテクチャを具備することも求め
られており、そのためHTML5標準化動向に合わせて商品パッケー
ジの完成度を順次高めていく予定である。 
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